
　

６
月
２８
日
、
Ｊ
Ｒ

不
採
用
問
題
の
金
銭

部
分
が
、
最
高
裁
で

鉄
道
・
運
輸
機
構
側

と
和
解
が
成
立
し
た
。

国
策
と
し
て
行
わ
れ

た
分
割
民
営
は
、
後

に
中
曽
根
元
首
相
が

「
総
評
を
崩
壊
さ
せ
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
ね
。
国
労
が
崩
壊
す
れ
ば
、

総
評
も
崩
壊
す
る
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
意
識
し
て
（
不
当
労
働
行

為
）
や
っ
た
」
と
、
公
言
し
た
。

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
は
、
巨
額

債
務
の
解
消
が
目
的
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
が
、
そ
の
影
に
国
労
を

潰
す
こ
と
が
、
目
的
だ
っ
た
こ
と

を
明
確
に
し
た
▼
１
９
８
７
年
４

月
、
Ｊ
Ｒ
が
誕
生
す
る
ま
で
、
国

労
を
潰
す
た
め
に
マ
ス
コ
ミ
も
含

め
て
揺
さ
ぶ
り
が
か
け
ら
れ
、
組

織
を
動
揺
さ
せ
混
乱
を
起
こ
す
た

め
に
、
尖
兵
的
に
動
い
た
人
達
も

多
く
い
た
。
現
場
に
い
た
組
合
員

は
「
昨
日
の
友
は
、
今
日
の
敵
」

と
い
う
よ
う
に
、
身
近
に
い
る
人

が
次
々
と
脱
退
し
て
行
き
、
人
間

不
信
が
渦
巻
き
、
人
間
関
係
が
最

悪
に
な
り
、
誰
を
信
じ
て
良
い
か

解
ら
な
く
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
に
採
用

さ
れ
た
国
労
組
合
員
に
対
し
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
が
Ｊ
Ｒ
各
社
の
中

で
さ
れ
た
。
地
方
・
中
央
労
働
委

員
会
闘
争
や
裁
判
闘
争
、
振
り
返

れ
ば
限
が
な
い
闘
い
の
連
続
だ
っ

た
▼
６
月
１５
日
か
ら
１８
日
ま
で
帯

広
闘
争
団
の
馬
渕
団
長
と
岩
手
県

内
の
お
世
話
に
な
っ
た
支
援
共
闘

廻
り
と
各
地
区
集
会
を
開
催
し
て
、

２４
年
に
及
ぶ
支
援
へ
の
お
礼
を
し

て
と
も
に
歩
い
た
。
各
地
で
の
政

治
解
決
の
報
告
に
対
し
「
長
い
闘

い
で
あ
っ
た
が
、
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
我
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
。
四
半
世
紀
に
及

ぶ
闘
争
団
・
家
族
の
筆
舌
に
尽
く

せ
ぬ
闘
い
と
、
差
別
に
さ
ら
さ
れ

踏
ん
張
っ
た
Ｊ
Ｒ
に
働
く
組
合
員

の
過
ぎ
去
っ
た
日
々
は
、
言
い
尽

く
せ
な
く
取
り
戻
せ
な
い
が
、
国

労
が
こ
の
闘
い
で
得
た
多
く
の
物

を
、
今
後
の
運
動
で
し
っ
か
り
か

え
し
て
行
き
た
い
（
庄
）
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地
本
貨
物
協
団
結
キ
ャ
ン
プ

▽
７
月
１９
日
（
雫
石
）

　

第
１０
回
地
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

大
会

▽
７
月
２８
・
２９
日
（
伊
東
）

　

第
７９
回
定
期
全
国
大
会

▽
７
月
３１
日
（
盛
岡
）

　

地
本
組
織
・
教
宣
部
長
会
議

▽
７
月
１４
日
（
青
森
）

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
青
森
地
区
報

　

告
集
会

▽
７
月
１５
日
（
八
戸
）

　

同
・
八
戸
地
区
報
告
集
会

▽
７
月
１７
・
１８
日
（
東
北
町
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」































◇
馬
渕
茂
帯
広
闘
争
団
団
長
が
謝
意
と
決
意
◇

















花
巻
市
議
選
挙
◇
7
月
18
日
公
示
・
25
日
投
票

当
選
に
む
け
支
援
を

　

阿
部
一男
氏（
組
織
内
）へ

　

岩
手
労
働
福
祉
会
館
で
の
盛
岡

地
区
集
会
は
１８
時
か
ら
始
ま
り
、

最
初
に
主
催
者
を
代
表
し
齋
藤
地

本
委
員
長
が
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
、

２４
年
目
で
皆
さ
ん
の
支
援
の
も
と

解
決
の
目
途
が
た
っ
た
。
い
わ
れ

な
き
差
別
、
家
族
含
め
長
い
闘
い

だ
っ
た
。
国
鉄
改
革
で
１
０
０
人

以
上
の
職
員
が
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

１５
回
目
の
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
６
月
８
日
に
安
比
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
８０
人
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
８
時

１０
分
過
ぎ
か
ら
開
会
式
を
簡
単
に

行
い
、
八
幡
平
、
岩
手
山
、
竜
ヶ

森
、
十
和
田
の
４
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
８
時
３０
分
か
ら
２１
組
が
そ
れ

ぞ
れ
順
次
ス
タ
ー
ト
。
１５
時
過
ぎ

に
は
全
員
の
プ
レ
ー
が
終
了
、
引

き
続
き
表
彰
式
、
齋
藤
委
員
長
の

挨
拶
に
続
き
、
表
彰
に
移
り
用
意

さ
れ
た
景
品
が
多
く
の
組
合
員
に

手
渡
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
岩
手
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
、
東
北
労
働
金
庫
、
全

労
済
岩
手
県
本
部
、
ハ
ピ
ネ
ス
共

済
会
、
連
合
岩
手
、
交
運
共
済
生

協
、
㈱
中
央
住
宅
産
業
、
㈲
ジ
ロ

ー
印
刷
企
画
、
ば
ん
か
ら
屋
、
地
本

議
員
団
な
ど
、
多
く
の
団
体
や
個

人
の
皆
さ
ん
か
ら
の
大
会
へ
の
参

加
や
景
品
の
提
供
を
受
け
た
。

　

第
３
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
通

り
。

　
　
　
　
　

◇

優　

勝　

佐
々
木
睦
美

　
　
　
　
　

（
北
上
工
務
分
会
）

準
優
勝　

田
宮　

孝
夫

　
　
　
　
　

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

第
３
位　

遠
藤　

和
浩

　
　
　
　
　

（
八
戸
工
務
分
会
）

権
を
支
え
、
働
く
も
の
の
力
で
福

祉
型
社
会
を
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
参
議
院
選
挙
で
は
、

選
挙
区
は
伊
沢
昌
弘
氏
、
比
例
代

表
は
吉
田
忠
智
氏
の
取
り
組
み
を

要
請
す
る
」
と
、
小
原
社
民
党
岩

手
県
連
合
代
表
も
、「
不
採
用
問
題

は
、
歴
史
、
労
働
運
動
的
に
も
極

め
て
大
切
な
闘
い
。
国
が
労
働
者

の
首
を
切
っ
た
事
実
。
そ
れ
が
小

泉
行
革
、
派
遣
、
首
切
り
と
続
い

た
走
り
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

と
も
に
闘
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
い
。
沖
縄
・
普
天
間
問
題
で

連
立
を
離
脱
し
た
が
、
平
和
な
く

し
て
暮
ら
し
な
し
。
こ
の
心
を
し

っ
か
り
胸
に
刻
ん
で
運
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。
連
立
時
の
合
意
事

項
に
は
努
力
し
て
い
く
。
参
議
院

選
挙
、
社
民
党
へ
の
支
援
を
要
請

す
る
」
と
激
励
と
支
援
を
訴
え
た
。

長
い
闘
い
の
中
で
不
団
結
も
指
摘

さ
れ
が
、
４
者
・
４
団
体
結
成
で

団
結
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
４

月
９
日
の
最
終
解
決
案
が
出
さ
れ
、

国
労
も
２６
日
の
臨
時
全
国
大
会
で

受
け
入
れ
を
確
認
し
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
現
在
、
最
高
裁
で
弁
護

士
が
最
終
解
決
に
む
け
努
力
中
で

あ
る
。
雇
用
問
題
が
残
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
努
力
を
し
て
い
く
。

皆
さ
ん
の
長
い
間
の
ご
支
援
に
本

当
に
感
謝
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
来
賓
の
挨
拶
に
移
り
、
来

内
平
和
環
境
岩
手
県
労
働
組
合
セ

ン
タ
ー
議
長
が
、
「
皆
さ
ん
の
闘

い
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
だ
、

い
わ
ゆ
る
就
職
問
題
が
残
っ
て
い

る
。
ゴ
ネ
ど
く
と
い
う
一
部
マ
ス

コ
ミ
報
道
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
。
ヤ
リ
ど
く
、
国
鉄
の

不
当
労
働
行
為
が
あ
る
。
こ
れ
を

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
連

帯
・
団
結
の
大
切
さ
を
と
も
に
確

認
し
よ
う
。
政
権
交
代
を
受
け
政

　

続
い
て
、
闘
い
の
報
告
に
立
っ

た
馬
渕
茂
帯
広
闘
争
団
団
長
は
、

「
当
事
者
６３
人
が
解
決
を
み
る
こ

と
な
く
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。

２３
年
余
、
不
当
な
差
別
を
許
さ
ず

今
日
ま
で
闘
っ
て
き
た
。
岩
手
か

ら
の
支
援
米
、
久
慈
で
の
子
ど
も

達
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
感

謝
し
た
い
。
団
員
の
平
均
年
齢
は

５７
歳
、
最
高
が
６３
歳
、
若
い
人
で

４９
歳
だ
。
４
者
・
４
団
体
を
中
心

に
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
の
要
求

を
掲
げ
闘
う
中
で
、
昨
年
の
高
裁

判
決
の
南
裁
判
長
の
『
こ
の
判
決

を
契
機
に
早
期
解
決
を
望
む
』
と

い
う
異
例
の
発
言
、
昨
年
の
政
権

交
代
で
政
治
で
の
早
期
解
決
を
と

い
う
流
れ
が
作
ら
れ
た
と
思
っ
て

い
る
。
今
は
６
月
の
２８
日
か
２９
日

の
最
高
裁
で
の
和
解
調
印
に
向
け

弁
護
士
間
で
話
し
合
い
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
雇
用
問
題
が
最
大
の

問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
が
、
も

う
後
戻
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
決

に
向
け
全
力
で
進
ん
で
い
き
た
い
。

解
決
の
暁
に
は
し
っ
か
り
と
総
括

し
地
域
の
仲
間
に
か
え
し
て
い
き

た
い
。
全
国
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
、

こ
れ
以
上
の
な
い
ど
ん
底
の
生
活

を
し
て
き
た
。
最
後
の
勝
利
解
決

ま
で
頑
張
り
た
い
。
解
決
の
暁
に

は
、
私
の
奥
さ
ん
と
岩
手
を
訪
れ

旅
を
し
た
い
」
と
今
日
ま
で
の
お

礼
と
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
訴
え
た
。

　

集
会
の
最
後
は
、
国
鉄
闘
争
に

も
多
く
携
わ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
へ
の
要

請
行
動
な
ど
に
も
参
加
し
協
力
を

頂
い
て
き
た
、
参
議
院
議
員
選
挙

岩
手
県
選
挙
区
に
立
候
補
予
定
の

社
会
民
主
党
岩
手
県
連
合
の
伊
沢

昌
弘
幹
事
長
か
ら
不
採
用
事
件
、

選
挙
闘
争
に
か
け
る
決
意
と
支
援

要
請
が
あ
り
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
終
わ
っ
た
。

　

組
織
内
候
補
、
阿
部
一
男
氏
が

９
度
目
の
当
選
を
目
指
し
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
花
巻
市
議
会
議

員
選
挙
（
定
数
３２
）
が
７
月
１８
日

公
示
、
２５
日
投
票
で
実
施
さ
れ
る
。

阿
部
予
定
候
補
は
、「
だ
れ
で
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
花
巻
に
」
を

基
本
に
①
保
健
・
医
療
・
高
齢
者

の
福
祉
充
実
②
食
と
地
球
環
境
を

守
る
農
林
業
に
光
を
③
平
和
憲
法

を
花
巻
市
政
に
活
か
し
、
格
差
の

な
い
社
会
を
‐
等
を
訴
え
、
精
力

的
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
当

選
に
む
け
花
巻
市
在
住
、
北
上
地

区
協
の
組
合
員
を
中
心
に
友
人
・

知
人
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
支
援

を
強
化
し
て
い
こ
う
。

【
阿
部
一
男
連
絡
事
務
所
】

　

０
１
９
８
‐
２４
‐
0
1
3
8

　

６
月
２０
日
〜
２１
日
、
仙
台
市
の

作
並
温
泉
で
、
第
２２
回
東
日
本
本

部
電
気
職
場
交
流
集
会
が
９１
人

（
盛
岡
４
人
）
の
仲
間
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
地
元
の
仙
台
地
方

本
部
、
同
地
本
電
気
協
議
会
代
表

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、
松
井
東
日
本

本
部
書
記
長
の
情
勢
報
告
の
挨
拶

を
受
け
、
中
沢
東
日
本
電
気
協
議

会
議
長
が
、「
安
全
問
題
」「
コ
ン
プ

ラ
イ
ヤ
ン
ス
問
題
」「
組
織
拡
大
」

問
題
の
報
告
と
職
場
実
態
か
ら
検

証
し
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
改

善
」
提
案
へ
の
解
明
要
求
と
結
び

つ
け
る
と
分
科
会
の
テ
ー
マ
を
提

起
。
そ
の
後
、
分
科
会
が
電
力
３

（
電
車
線
、
配
電
、
変
電
）
、
信

通
２
（
信
号
、
通
信
）
貨
物
、
事

務
に
分
か
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
終

了
後
、
全
体
交
流
会
、
分
科
・
地

本
に
分
か
れ
夜
遅
く
ま
で
交
流
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
前
日
の
夜
の
交
流

の
疲
れ
も
見
せ
ず
に
行
い
、
分
科

会
終
了
後
の
全
体
集
会
で
、
分
科

会
報
告
が
行
わ
れ
、
中
沢
電
協
議

長
が
今
交
流
会
で
「
多
発
す
る
輸

送
障
害
及
び
死
傷
事
故
の
問
題
点
」

「
若
手
へ
の
技
術
継
承
の
問
題
」

「
設
備
強
化
の
支
社
間
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
や
新
設
備
の
信
頼
性
の
問

題
」
を
は
じ
め
様
々
な
問
題
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を

今
後
行
わ
れ
る
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
改
善
」
提
案
に
対
し
、
交

渉
に
活
か
し
、
粘
り
強
い
交
渉
を

行
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
集
約
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
浮
き
上
が
っ
た
問
題

点
を
整
理
し
、
今
後
地
方
提
案
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
改
善
」
提
案
へ
向
け
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
本
電
気
協
議
会
副
議
長

　
　

盛
岡
電
気
分
会　

浮
中　

明

J R不採用問題
岩手県内報告集会

雇
用
問
題
に
全
力
を
あ
げ
る

雇
用
問
題
に
全
力
を
あ
げ
る

盛
岡
・一
関
・
北
上
・
宮
古
の

　
集
会
に
多
く
の
仲
間
が
参
加

＝
80
人
の
参
加
で
第
15
回
地
本
ゴ
ル
フ
大
会
＝

　

地
方
本
部
は
、
第
78
回
臨
時
全
国
大
会
で
の
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
「
政
治
解
決
案
」
の
受
諾
、
５
月
１８
日

の
政
府
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し
て
の
和
解
協
議
の
指
示
な
ど
を
受
け
、
帯
広
闘
争
団
に
よ
る
報
告
集
会

を
企
画
し
馬
渕
茂
団
長
が
来
県
し
実
施
し
た
。
（
６
月
２８
日
に
最
高
裁
で
和
解
成
立
）

　

地
区
集
会
と
各
単
組
等
へ
の
お
礼
行
動
は
、
６
月
１５
日
盛
岡
、
１６
日
一
関
、
１７
日
北
上
、
１８
日
宮
古
で
展

開
さ
れ
、
集
会
に
は
多
く
の
支
援
単
組
の
仲
間
の
協
力
を
得
る
中
、
４
地
区
で
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
馬

渕
団
長
が
今
日
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
謝
意
と
、
残
さ
れ
た
雇
用
問
題
の
解
決
に
全
力
を
あ
げ
て
行
く
決
意

を
述
べ
た
。
ま
た
、
各
地
区
で
は
社
民
党
・
地
区
労
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
来
賓
の
方
々
か
ら
も
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

盛
岡
で
の
集
会
内
容
を
掲
載
し
報
告
と
す
る
。

　

事
故
・
技
術
継
承
等
で
意
見

問
題
点
は
交
渉
に
活
か
す

　
「
東
日
本
本
部
電
気
職
場
交
流
会
」

佐
々
木
睦
美
さ
ん
優
勝（
北
上
工
務
分
会
）
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全
国
・
東
日
本
大
会

     

代
議
員
14
人
が
決
定

会
社
は
事
故
を
個
人
の
責
任
追
及
で
処
分

　

労
働
条
件・作
業
環
境
の
話
し
合
い
大
切

交流会は36人の仲間が参加し意見が交わされた

参議選に全力をあげることを確認した総会

＝
国
労
東
日
本
貨
物
運
転
士
学
習・交
流
会
＝

会
社
間
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い

運
転
士
は
神
経
を
遣
い
苦
労

第
２0
回
青
森
県
平
和
労
組
会
議
定
期
総
会

れ
て
い
る
雇
用
問
題
の
解
決
を
最

重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
最

大
限
の
取
り
組
み
を
意
思
統
一
し

た
後
の
交
流
と
な
り
、
国
労
運
動

の
前
進
を
全
体
で
感
じ
取
れ
る
雰

囲
気
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１８
回
国
労
東
日
本
本
部
工

務
協
交
流
会
が
２
０
１
０
年
６

月
５
〜
６
日
「
南
部
富
士
見
ハ

イ
ツ
」
で
、
各
地
本
参
加
者
、

工
務
協
役
員
、
松
井
東
日
本
本

部
書
記
長
ら
４９
人（
盛
岡
８
人
）

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
交
流
会
は
４
月
９
日
、

２３
年
間
に
及
ぶ
闘
い
を
経
て
Ｊ

Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決
案
が
政

府
か
ら
正
式
に
示
さ
れ
、
国
労

は
「
４
者
・
４
団
体
」
と
と
も

に
受
け
入
れ
を
表
明
し
４
月
２６

日
開
か
れ
た
第
７８
回
臨
時
全
国

大
会
で
「
国
鉄
改
革
１
０
４
７

名
問
題
の
政
治
解
決
に
向
け
て
」

を
受
諾
し
、
闘
争
団
の
解
決
要

求
の
未
解
決
課
題
と
し
て
残
さ

技
術
継
承
で
は
、
当
社
は
設
備

管
理
に
関
す
る
技
術
集
団
、
パ

ー
ト
ナ
ー
会
社
は
施
工
に
関
す

る
技
術
集
団
と
し
て
、
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
技
術
と
安
全
を
実

現
で
き
る
体
制
が
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
で
あ
っ
た
が
、
レ
ー
ル

交
換
・
枕
木
交
換
・
パ
ッ
ト
交

換
･
継
ぎ
目
板
交
換
・
分
岐
検

査
等
、
施
工
に
関
す
る
体
験
教

育
が
主
と
な
り
、
専
門
特
化
し

た
中
で
技
術
継
承
の
実
態
が
見

え
て
こ
な
い
こ
と
な
ど
や
、
組

織
拡
大
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

多
く
の
参
加
者
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
本
工
務
協
議
長

盛
岡
施
設
分
会　

大
平　

四
郎

　

「
設
備
・
電
気
部
門
に
お
け
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
改
善
に
つ

い
て
」
、
１
月
１５
日
に
東
日
本
本

部
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
職
場

で
は
相
次
ぐ
設
備
関
係
協
力
会
社

社
員
の
死
亡
事
故
多
発
や
各
種
取

り
扱
い
誤
り
事
故
・
Ｊ
Ｒ
社
員
の

待
避
遅
延
・
汽
笛
吹
鳴
事
象
の
増

加
等
、
労
働
条
件
の
低
下
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

　

討
論
で
は
、
安
全
問
題
で
２
０

０
８
年
９
月
に
出
さ
れ
た
「
非
常

事
態
宣
言
」
が
解
除
で
き
な
い
中
、

２
０
０
９
年
も
４
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
会
社

は
、「
非
常
事
態
宣
言
」
を
２
０
１

０
年
３
月
末
に
区
切
り
を
つ
け
、

「
ル
ー
ル
を
守
れ
！
守
ら
な
い
か

ら
事
故
が
起
こ
る
」「
ル
ー
ル
が
私

た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
」
と
言
っ

て
、
原
因
を
追
究
す
る
の
で
な
く

個
人
の
責
任
追
及
と
な
り
、
事
故

を
起
こ
し
た
社
員
に
「
訓
告
」
処

分
を
出
し
て
い
ま
す
。
安
全
問
題

は
現
場
で
起
こ
り
ま
す
、
そ
の
答

え
も
現
場
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
単

に
精
神
論
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と

人
間
の
本
質
的
の
も
の
を
考
え
、

労
働
条
件
や
作
業
環
境
を
本
気
で

話
し
合
う
こ
と
が
必
要
な
こ
と
。

　

第
9
回
国
労
貨
物
運
転
士
学

習
・
交
流
会
が
６
月
２８
・
２９
日
に

長
野
県
戸
倉
上
山
田
温
泉
で
、

３６
人
（
盛
岡
２
人
）
の
仲
間
が
全

国
か
ら
集
ま
り
開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
会
は
、
太
田
長
野
地
本
委

員
長
、
木
立
東
日
本
運
転
協
議
会

議
長
、
武
笠
東
日
本
本
部
執
行
委

員
か
ら
、
本
日
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
が
最
高
裁
に
於
い
て
鉄
道
・
運

輸
機
構
側
と
和
解
が
成
立
し
２４
年

目
で
解
決
と
な
る
が
、
雇
用
問
題

解
決
ま
で
取
り
組
み
を
続
け
る
。

勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ニ
ュ
ー
ス
・

組
織
拡
大
・
貨
物
会
社
の
経
営
矛

盾
・
並
行
在
来
線
問
題
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
開
会
さ
れ

た
。

　

奥
村
全
貨
協
議
長
か
ら
「
情
勢

を
ど
う
見
る
か
が
重
要
」
と
題
し

て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
実
態
の
推

移
表
を
使
い
、
総
物
流
量
は
減
少

で
推
移
す
る
見
込
み
の
中
、
銀
行

の
貸
付
審
査
が
厳
し
く
資
産
に
対

す
る
貸
付
、
税
制
特
例
の
支
援
が

一
層
厳
し
く
困
難
に
な
る
。
社
員

数
が
５
０
０
０
名
以
上
減
少
し
、

賃
金
手
当
は
Ｊ
Ｒ
内
最
低
に
も
か

か
わ
ら
ず
何
故
赤
字
な
の
か
。
構

造
矛
盾
で
あ
る
ダ
イ
ヤ
設
定
等
の

旅
客
会
社
と
の
利
害
関
係
と
通
運

依
存
の
体
質
、
線
路
使
用
料
の
増

加
、
長
期
債
務
に
営
業
収
入
の
投

入
や
土
地
売
却
･
借
入
金
に
よ
る

返
済
、
老
朽
車
両
、
設
備
等
の
ツ

ケ
が
、
設
備
投
資
と
減
価
償
却
費

の
増
に
よ
る
経
営
圧
迫
、
財
務
体

質
の
弱
さ
、
旅
客
会
社
、
通
運
業

者
、
国
交
省
の
顔
色
を
伺
い
な
が

ら
の
経
営
し
か
で
き
ず
自
ら
の
判

断
で
は
何
も
出
来
な
い
企
業
と
な

っ
て
い
る
。
「
安
全
と
安
心
」
鉄

道
貨
物
輸
送
の
発
展
に
は
、
構
造

矛
盾
の
解
決
以
外
に
発
展
は
見
い

だ
せ
な
い
こ
と
の
提
起
を
受
け
た
。

　

職
場
討
論
で
は
、「
収
支
改
善
で

列
車
本
数
が
減
っ
た
こ
と
で
欠
員

は
解
消
出
来
た
が
、
基
準
人
員
の

な
か
で
年
休
消
化
出
来
な
い
の
は

基
準
の
考
え
方
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
」「
保
安
装
置
（
Ａ

Ｔ
Ｓ　

Ｐ
）
が
各
旅
客
会
社
に
よ

っ
て
シ
ス
テ
ム
が
違
い
貨
物
の
運

転
士
は
そ
れ
ぞ
れ
の
扱
い
を
各
社

に
あ
わ
せ
て
運
転
を
し
て
い
る
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
神
経
を
遣
う

と
共
に
責
任
事
故
も
増
え
て
い
る
」

「
運
転
標
準
等
も
会
社
間
で
違
い

安
全
を
脅
か
す
要
因
と
な
っ
て
い

る
」「
新
し
い
乗
継
方
式
（
転
動
防

止
を
図
り
対
面
交
代
を
無
く
す
）

を
導
入
し
労
働
時
間
の
削
減
が
拡

大
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」「
会

社
間
で
取
り
扱
い
の
違
い
や
、
シ

ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
で
貨
物
運
転

士
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
」
こ
と

な
ど
が
意
見
交
流
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
今
回
の
学
習
を
も
と
に
地

方
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
現
場

か
ら
要
員
要
求
・
労
働
条
件
改

善
・
組
織
拡
大
へ
と
繋
げ
る
こ
と

を
確
認
し
閉
会
し
た
。

　
　

青
森
貨
物
分
会　

蝦
名
忠
夫

　

２
０
１
０
年
度
の
全
国
・
東
日

本
本
部
の
代
議
員
選
挙
が
６
月
２３

日
投
票
、
２８
日
開
票
で
実
施
さ

れ
、
別
記
の
通
り
代
議
員
が
決
定

し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
７
月
２８
〜
２９
日

（
伊
東
市
）
、
東
日
本
本
部
大
会

が
９
月
２
〜
３
日
（
関
東
地
区
の

予
定
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◇

▽
全
国
大
会
（
６
人
）

小
林　

良
宏
（
盛
岡
施
設
分
会
）

佐
々
木
研
司
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

　

６
月
１５
日
、
第
２０
回
青
森
県
平

和
推
進
労
働
組
合
会
議
定
期
総
会

が
、
加
盟
労
組
か
ら
約
６０
人
が
参

加
し
青
森
市
ハ
ー
ト
ピ
ア
ロ
ー
フ

ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
自
治
労
の
赤
平
代
議
員

を
議
長
に
選
出
し
始
ま
り
、
江
良

平
和
労
組
議
長
か
ら
「
昨
年
の
衆

議
院
選
挙
で
民
主
党
が
圧
勝
し
政

権
交
代
を
果
た
し
た
が
、
沖
縄
普

天
間
基
地
移
設
問
題
を
巡
り
鳩
山

首
相
に
福
島
社
民
党
党
首
が
罷
免

さ
れ
、
社
民
党
は
連
立
を
離
脱
し

ま
し
た
。「
政
治
と
金
」
の
問
題

で
は
鳩
山
首
相
が
辞
任
す
る
な
ど

政
治
は
混
迷
を
深
め
て
い
ま
す
。

六
ヶ
所
の
再
処
理
工
場
は
相
次
ぐ

事
故
に
よ
り
運
転
再
開
は
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
稼
働
を
阻
止
ま

で
、
今
ま
で
以
上
に
反
対
運
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の

諸
問
題
解
決
た
め
に
も
参
議
院
青

森
選
挙
区
は
山
田
清
彦
、
比
例
区

は
吉
田
忠
智
氏
の
必
勝
、
社
民
党

の
躍
進
の
た
め
県
平
和
労
組
は
精

い
っ
ぱ
い
闘
う
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

来
賓
の
選
挙
区
予
定
候
補
者
の

山
田
清
彦
氏
か
ら
「
核
燃
サ
イ
ク

ル
阻
止
、
三
沢
基
地
縮
小
し
雇
用

と
暮
ら
し
を
守
り
核
燃
・
基
地
の

な
い
安
全
な
青
森
を
作
る
た
め
全

力
で
闘
う
」
と
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

経
過
報
告
、
運
動
方
針
の
中
で
、

阿
部
一
久
代
議
員
（
国
労
青
森
支

部
委
員
長
）
が
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
も
政
権
交
代
に
よ
り
大
き
く
前

進
し
２４
年
間
の
闘
い
に
終
結
を
む

か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
の
県
平
和
労
組
を
は
じ
め
社

民
党
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の

努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

残
さ
れ
た
雇
用
問
題

の
解
決
に
向
け
全
力

を
あ
げ
る
」
と
お
礼

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
米
沼
事

務
局
長
の
集
約
答
弁

を
受
け
、
２
０
１
０

年
度
の
運
動
方
針

（
案
）、
予
算（
案
）

を
全
体
の
拍
手
で
承

認
し
定
期
総
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

青
森
地
区
協　

　

小
泉　

正
直

　
　
　

運
輸
区
分
会

曾
我　

弘
志
（
北
上
工
務
分
会
）

熊
谷　

泰
幸
（
気
仙
沼
地
域
分
会
）

阿
部　

一
久
（
八
戸
運
輸
分
会
）

佐
々
木　

力
（
八
戸
工
務
分
会
）

▽
東
日
本
本
部
大
会
（
８
人
）

中
村　

弘
之
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

大
上　

利
博
（
宮
古
地
域
分
会
）

戸
田　

智
章
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

菊
池　

要
悦
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

佐
藤
都
久
雄
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

笹
山　

賀
庸
（
八
戸
工
務
分
会
）

佐
々
木
政
志
（
青
森
運
転
分
会
）

阿
保　

光
春
（
青
森
運
輸
区
分
会
）

東日本工務協
交流会・雫石

社
民
党
の
躍
進
に
参
院
選
全
力

＝
不
採
用
問
題
、阿
部
委
員
長
が
支
援
に
感
謝
＝
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-

東
北
労
働
金
庫

（

）


